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放
課
後
の
小
学
生
に
適
切
な
遊
び

や
生
活
の
場
を
与
え
、
健
全
な
育

成
を
図
る
目
的
で
実
施
す
る
学
童
保
育
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
桜
川
市
内

全
小
学
校
で
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
時
間
の
延
長
と
随
時
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
未
設
置
の
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
昨
年
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
今
年
度
も
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
が
、
関
係
機

関
と
連
携
を
と
り
、
開
設
に
向
け
順
次
進

め
て
い
き
た
い
。

　
保
育
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
都
合
や
短
時
間
勤
務
の
指
導
員
の
確

保
な
ど
検
討
課
題
が
あ
り
、
関
係
者
と
、
も

う
一
度
精
査
し
て
い
き
た
い
。
対
象
児
童

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
条
例
を

改
正
し
、
四
年
生
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

五
歳
児
健
診
の
導
入
に
つ
い
て

母
子
保
健
法
で
は
三
歳
児
ま
で
の

乳
幼
児
健
診
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

※

い
る
が
、
こ
の
健
診
で
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど

の
発
達
障
害
は
発
見
し
に
く
い
。
そ
こ
で

そ
れ
ら
の
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、
支
援

す
る
た
め
に
五
歳
児
健
診
が
あ
る
の
だ
が
、

市
は
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る

の
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
就
学
前
健
診
は

四
歳
、
五
歳
児
健
診
に
か
わ
る
支

援
態
勢
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
も
幼
稚
園
、
保
育
所

等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
支
援

態
勢
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

給
食
費
の
滞
納
対
策
は

小
中
学
生
の
給
食
費
の
滞
納
が
増

え
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

徴
収
し
て
い
く
の
か
、
市
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

教
育
次
長
　
給
食
費
の
徴
収
事
務

は
、
学
校
長
を
責
任
者
と
し
て
、
教

頭
、
給
食
主
任
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
口
座
引
き
落
と
し
の
で
き
な

か
っ
た
保
護
者
へ
の
督
促
通
知
や
、
督
促

に
応
じ
な
か
っ
た
保
護
者
へ
の
家
庭
訪
問

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

古川静子 議員

学
童
保
育
の
充
実
を

図
る
よ
う
に

昨
年
秋
の
新
聞
報
道
は
、
県
西
総

合
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
が
避

け
ら
れ
な
い
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　
答
申
ど
お
り
だ
と
来
年
四
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
市
議
会
が
全
く

議
論
を
し
な
い
ま
ま
、
事
態
だ
け
が
推
移

し
て
い
く
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
答
申
は
あ
く
ま
で
も
答
申

で
あ
り
、
来
年
四
月
か
ら
の
実
施

は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

市
役
所
臨
時
職
員
の
待
遇
は
格
差
が

大
き
す
ぎ
る

保
育
所
の
保
育
士
は
、
半
数
近
く

が
臨
時
職
員
に
な
っ
て
お
り
、
臨

時
職
員
な
し
に
は
、
保
育
所
の
運
営
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
十
年
以
上
も
臨
時

を
繰
り
返
し
て
い
る
職
員
は
、
正
規
職
員

と
比
べ
る
と
賃
金
だ
け
で
な
く
、
福
利
厚

生
の
面
で
も
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
い

る
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
に
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
臨
時
職
員
の
待

遇
改
善
を
求
め
る
。

菊池節子 議員

県
西
総
合
病
院
の

独
立
行
政
法
人
化
は

合
併
特
例
債
事
業
を
再
度
伺
い
た

い
。

市
長
　
大
和
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
同
意
を
得
ら
れ
る
よ
う
あ
き

ら
め
ず
に
頑
張
り
ま
す
。
松
田
西
小
塙
線
、

益
子
線
の
延
伸
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在

進
行
中
の
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

考
え
た
い
。
図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
課
に
事
業
に
向
け
た
準
備
を
行
う
よ

う
指
示
し
て
い
ま
す
。
跨
線
橋
の
整
備
は
、

平
成
二
十
六
年
度
を
目
安
に
計
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
駅
南
地
域
の
ア
ク
セ
ス
を

改
善
し
て
ま
い
り
た
い
。

東
西
通
り
も
大
事
に
さ
れ
た
い

駅
前
横
の
通
り
は
商
売
を
し
て
い

る
店
が
あ
り
、
昔
か
ら
貢
献
し
た

方
々
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
水

の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
ま
ち
づ
く
り

は
で
き
な
い
。

市
長
　
跨
線
橋
を
つ
く
る
中
で
、

駅
南
の
開
発
は
ど
の
よ
う
な
形
が

い
い
の
か
。
猪
ノ
窪
地
内
に
遊
水
池
を
つ

く
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
水
を
流
し
て
ゆ
く
方

法
も
あ
り
ま
す
。

川那子秀雄 議員

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

香川県坂出市

市
長
公
室
長
　
保
育
士
と
い
う
立

場
で
担
任
と
し
て
園
児
を
預
か
る

こ
と
は
、
同
じ
責
任
を
背
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
原

則
か
ら
も
、
勤
務
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
労

働
対
価
の
提
供
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

負
担
金
・
補
助
金
の
全
庁
的
な
見
直

し
を

財
政
状
況
が
厳
し
い
折
、
負
担
金
・

補
助
金
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
部
署
ご
と
に
見
直
す
の
で
は
前

の
も
の
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
な

の
で
、
全
庁
横
断
的
に
見
直
す
こ
と
が
必

要
だ
。

総
務
部
長
　
補
助
金
は
三
年
ご
と

に
見
直
し
て
い
き
ま
す
。
負
担
金

は
、
関
係
市
町
村
と
の
連
携
・
協
議
が
必

要
で
す
の
で
、
機
会
が
あ
る
時
点
で
関
係

機
関
に
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

3名の議員が登壇

デマンド型乗合タクシーについて意見交換

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

支
出
に
つ
い
て
は

移
転
補
償
費
の
内
容
に
つ
い
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

建
設
部
長
　
総
事
業
費
二
三
億
六
、

九
〇
〇
万
円
。
そ
の
内
訳
は
、
事
業

費
が
一
二
％
、
委
託
料
は
一
一
・
五
％
、
土

地
購
入
費
が
一
四
％
、
補
償
費
が
一
三
億

六
、
七
〇
〇
万
円
で
五
七
・
七
％
で
す
。

要
望  

今
後
、
コ
ン
サ
ル
料
、
委
託
料
等
の

入
札
結
果
を
議
会
に
報
告
さ
れ
た
い
。

※
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
⋯
年
齢
や
発
達
に
ふ
つ
り
合
い
な
不
注

意
さ
や
多
動
性
、
衝
動
性
を
特
徴
と
す
る
発
達
障
害

で
、
日
常
活
動
や
学
習
に
支
障
を
来
す
状
態
。

全国市議会議長会表彰
　全国市議会議長会から６名の議員

に対し、市議会議員として永年市政

の振興に努められた功績に対して、

表彰状が授与されました。

菊池節子、塚本明、林悦子、

上野征一、増田昇、橋本位知朗

茨城県市議会議長会表彰
　茨城県市議会議長会から10名の

議員に対し、地方自治の伸長発展及

び市政の向上振興に貢献した功績に

対して、表彰状が授与されました。

菊池節子、塚本明、林悦子、

上野征一、増田昇、橋本位知朗、

鈴木好史、増田俊夫、小林正紀、

大塚秀喜

まちづくり交付金事業（岩瀬駅前広場）

　７月13日に香川県坂出市議会環境経済委員会の吉田耕一委員長ほか６

名が行政視察に来庁されました。

　当市からは、山田副市長、渡辺企画課次長及び企画課担当職員が同席

し、昨今の住環境の変化に伴う交通空白地帯の解消と市民の生活交通の

充実を図るためのデマンド型乗合タクシーについて視察研修されました。


